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どんなリハビリを
しているの

当院のリハビリテーションをご紹介します
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当
院
で
は
専
門
医
療
機
関
で
急
性
期

を
離
脱
し
た
重
症
患
者
さ
ん
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
脳
卒
中（
脳

梗
塞
・
脳
出
血
・
ク
モ
膜
下
出
血
な
ど
の

脳
血
管
障
害
）
や
高
齢
者
の
骨
折
な
ど
、

病
気
・
外
傷
の
種
類
に
よ
っ
て
は
後
遺

症
に
よ
る
障
が
い
が
残
る
た
め
、
す
ぐ

に
自
宅
に
退
院
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る

患
者
さ
ん
は
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
は
、
転
院
後
に

急
性
増
悪
し
て
全
身
状
態
が
悪
化
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で
治
療
可

能
な
病
状
で
あ
れ
ば
、
急
性
期
病
院
と

変
わ
ら
な
い
質
の
高
い
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
専
門
医
療
が

必
要
と
判
断
す
れ
ば
迅
速
に
患
者
さ
ん

の
病
状
に
あ
っ
た
専
門
医
療
機
関

へ
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

入
院
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

比
較
的
全
身
状
態
が
安
定
し
て
い
る
患
者

さ
ん
は
、
自
宅
復
帰
や
施
設
入
所
を

目
指
し
て
、
経
験
を
積
ん
だ
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
達
が

中
心
と
な
っ
て
3
ヶ
月
を
目
処
に
積
極
的

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
合
併
症
で
あ
る
糖
尿
病
や

高
血
圧
症
な
ど
の
慢
性
疾
患
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
も
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
当
院
の
理
念
で
あ
る「
い

の
ち
、
ぬ
く
も
り
、
ふ
れ
あ
い
」「
常
に

良
質
な
介
護
と
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
」を
心
が
け
、
地
域
に
密
着
し
た

病
院
づ
く
り
を
目
指
し
て
職
員
一
同
、

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

常に良質な介護と適切な医療サービスの
提供を心がけています。

院長

Ko n d o  N o b u h i k o
金銅 伸彦
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外来のご案内
内
科

消
化
器
科

循
環
器
科

放
射
線
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
内
科
疾
患
全
般
に
つ
い
て
広
い

視
野
を
持
っ
て
総
合
的
に
診
療
を
行

い
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
の
原
因
を
的

確
に
判
断
し
治
療
を
行
い
ま
す
が
、

時
に
は
思
わ
ぬ
原
因
で
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
他
の
診
療
科
で
の
診
察
が
必
要

な
場
合
に
は
、
そ
の
専
門
科
に
紹
介

す
る
の
も
重
要
な
役
割
で
す
。
今
後
も

地
域
の
み
な
さ
ん
に
安
心
の
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
・

技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
消
化
器
内
科
は
食
道
・
胃
・
十

二
指
腸
・
小
腸
・
大
腸
な
ど
の
消

化
管
や
、
肝
臓
・
胆
道
を
主
と

し
た
消
化
器
疾
患
を
対
象
に
専

門
的
に
診
断
・
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
腹
部
超
音
波
検
査
や
胃
内
視

鏡
検
査
、
腹
部
C
T
等
を
用
い
、

小
さ
な
病
変
も
見
逃
さ
ず
き
ち
ん

と
し
た
検
査
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胃
ろ
う

の
造
設
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
神
経
、
骨
・
関
節
、
内
臓
疾
患

な
ど
に
よ
り
何
ら
か
の
障
が
い
を

き
た
し
た
患
者
さ
ん
に
対
し
診
断

を
行
い
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
治

療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
な
ど
多
数
在
籍
し
て

お
り
、
機
能
改
善
や
ホ
ー
ム
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
等
、
一
人
ひ
と
り
の
症

状
・
生
活
に
あ
わ
せ
た
専
門
的
な
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
い
た

し
ま
す
。

　
心
電
図
や
心
エ
コ
ー
な
ど
の
検
査

を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
症
状
・

状
態
に
あ
っ
た
治
療
を
行
い
ま
す
。

「
最
近
脈
が
飛
ぶ
」「
検
診
で
心

雑
音
を
指
摘
さ
れ
た
」
な
ど
、

循
環
器
疾
患
が
原
因
で
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
小
さ
な
変
化
を
見
落
と
さ
ず
、

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

当
院
で
は
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
・

C
T
撮
影
・
透
視
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
C
T

導
入
に
よ
り
極
力
患
者
さ
ん
に
負

担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
短
時
間

で
広
い
範
囲
を
細
か
く
撮
影
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
X
線
を

読
み
取
る
部
分
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
こ
と
で
、
最
適
な
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
に
調
整
し
、
従
来
の
X
線

フ
ィ
ル
ム
よ
り
精
度
の
高
い
情
報

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

生活に密着する地域中核病院として、
患者さんの立場に立った親切・安全な
専門医療を提供します。



　
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
は
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
は
じ
め

療
養
病
棟
や
外
来
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
活
動
し
て
お
り
、入
院
中
は
も
ち
ろ
ん
、

退
院
さ
れ
た
後
の
生
活
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
お
話
を
じ
っ
く
り
と
聞
き
、

一
緒
に
考
え
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
目
標
を
立
案
し
、
患
者
さ
ん
主
体
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
は
生
活
す
る
上
で
必
要
な
能
力

が
衰
え
が
ち
で
す
。
歩
く
・
食
べ
る
な
ど
当
た

り
前
の
こ
と
が
可
能
な
限
り
自
身
で
行
な
え
る

よ
う
、
そ
の
方
に
と
っ
て
最
良
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

どんな
リハビリを
しているの

　理学療法士（PT）・作業療法士（OT）・言語聴覚士（ST）
が１対１で個別にリハビリテーションを実施します。運動
機能や認知機能、嚥下（飲み込み）機能など患者さん
の状態を総合的に評価し、多職種で話し合い共通の目
標に向かって計画を立案し、最適な治療を実施いたし
ます。

個別
リハビリテーション

集団
リハビリテーション
　マンネリ化しがちな入院生活の中で、少しでも楽しみ
や変化を感じていただけるよう、その時々の季節に応じ
たレクリエーションを行っています。書初め、お花見、
夏祭り、運動会など内容もさまざまです。普段からは想像
できないような能力を発揮される方もいらっしゃるので、
新しい発見の場にもなっています。

特集
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　退院後もスムーズに在宅生活に移行するため、必要に
応じて外来リハビリテーションを利用いただけます。
継続したリハビリテーションで機能回復を図りながら、
在宅生活での問題点に対して具体的な指導も行って
います。また整形外科疾患に多く見られる変形性関節症や
肩関節、腰部に関するリハビリテーションも行っています。

　必要に応じて入院後早期にご自宅を訪問
し、家屋の状況や周辺環境の調査を行います。
これらの情報をもとに、実際の生活環境に
合ったより実用性の高い生活能力の向上を
図るためのリハビリテーション計画を立案
し、実施しています。また、住宅改修や福祉
用具の利用などの提案もいたします。

退院を見据えた
調整

多職種との
カンファレンス
　リハビリテーション効果を最大限に引き
出すために、看護・介護の専門職とチーム
を形成し、頻繁にカンファレンスを実施し
ています。積極的な意見交換を行い、患者
さんの状況を把握し一人ひとりの目標や
リスクを共通認識するとともに、患者さん
の変化に迅速に対応できる体制を確立して
います。

4

外来（通院）
リハビリテーション



入院中は
どんなことをするの

　
集
中
的
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

病
棟
で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
一
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心

と
な
り
ま
す
。
総
合
的
評
価
を
行
い
、
理
学

療
法
士（
P
T
）・
作
業
療
法
士（
O
T
）・
言
語

聴
覚
士（
S
T
）が
必
要
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
目
標
が
異
な
る
た
め
、
実
施
す
る

内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
集
中
的
に
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
摂
食
・
嚥
下
練
習
を
行
っ
た
り
、

作
業
療
法
士
に
よ
る
復
職
に
む
け
た
作
業
練

習
や
、
必
要
に
応
じ
て
理
学
療
法
士
に
よ
る
自

転
車
走
行
練
習
を
行
っ
た
り
と
、
多
種
多
様

な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
て
は
「
患
者
さ
ん

主
体
」
の
理
念
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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  7:30 起床
  8:00 朝食
  9:20 リハビリ（1時間）
10:40 入浴
12:00 昼食
14:00 リハビリ（1時間）
16:00 談話・休憩・自主練習
18:00 夕食・リハビリ
21:00 就寝

ある一日のスケジュール

回復期
リハビリテーション
病棟って

　
脳
血
管
疾
患
や
骨
折
後
に
生
じ
た

身
体
の
機
能
低
下
や
能
力
低
下
に
対

し
て
集
中
的
に
リ
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
病
棟
で
す
。
当
院
で
は
状
態
に

応
じ
て
1
日
平
均
約
2
〜
3
時
間
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
日
常
生
活
動
作
や
生
活
の

質
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
し
っ
か
り
と
情
報
収
集
を
行
い
、

具
体
的
な
目
標
を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
実
施
の
時
間
の
み
な
ら
ず
、

他
職
種
と
連
携
し
、
生
活
の
中
で
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

急
性
期
病
院
で
の
治
療
が
終
了
し
て
も
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
治
療
が
必
要
な
時
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
入
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

入
院
か
ら
退
院
後
ま
で
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退院後もサポート

リハビリテーションセンターを
ぜひご利用ください！

06-6721-2721
【 お問い合わせ 】

受付時間 月曜～金曜 10:00～16:00

痛みや障がいから解放されるように
理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が
サポートいたします。やりたいことを
精一杯やってみませんか？

　
当
院
で
は
、
退
院
後
も
そ
の
後
の
生
活
を

フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

「
病
院
で
は
で
き
て
い
た
の
に
、
自
宅
で
は

で
き
な
い
、
し
に
く
い
」「
自
宅
で
ほ
ぼ
寝

た
き
り
で
通
院
は
難
し
い
」
と
い
う
方
に
は

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
サ
ー
ビ
ス

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

ご
利
用
で
き
る
の
は
介
護
保
険
認
定
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
が
、
当
院
に
は

居
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
も
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
ご
不
明
な

点
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

退院後のケアは

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
介
護
認
定
で
、
要
支
援
1
・
2
、

要
介
護
1
〜
5
と
認
定
さ
れ
た
方
が

ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
者
さ
ん
の
ご
自
宅
に
訪
問
し
、

身
体
の
状
況
・
生
活
環
境
に
応
じ
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
い
た

し
ま
す
。

　
利
用
者
さ
ん
と
ご
家
族
が
、
よ
り

充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

訪
問
地
域

東
大
阪
市
・
八
尾
市

※
 

そ
の
他
の
エ
リ
ア
も
ご
相
談
に

     

応
じ
ま
す

訪
問
日

月
〜
土
曜
日

※
 

祝
日
の
ご
利
用
も
可
能
で
す

訪
問
時
間

９
時
〜
17
時



　
急
性
期
治
療
後
の
患
者
さ
ん
を

専
門
的
に
治
療
す
る
病
棟
で
す
。
病
状

が
安
定
す
れ
ば
在
宅
復
帰
を
第
一

の
目
標
と
し
、
直
ち
に
在
宅
復
帰

が
困
難
な
場
合
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
適
切
な
施
設
や
サ
ー

ビ
ス
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
退
院

後
も
、
誤
嚥
性
肺
炎
や
尿
路
感
染

な
ど
で
治
療
を
要
す
る
状
態
場
合

に
は
、
迅
速
に
入
院
受
入
が
出
来
る

よ
う
に
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

・
長
期
入
院
の
患
者
さ
ん
も
多
く
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
向
き

　
合
っ
て
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
た
看
護
を
提
供

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
は
、
期
限
を
設
け
ず

　
積
極
的
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

・
余
命
期
間
に
関
わ
ら
ず
、
終
末
期
患
者
さ
ん
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

こ
こ
が
特
徴
！

入院のご案内

　
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
他
職
種
参
加
の
医
療

を
推
進
し
、
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の

実
践
を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、
早
期

在
宅
復
帰
を
目
標
に
、
質
の
高
い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

ま
す
。

　
退
院
後
に
は
関
連
の
施
設
・

サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
、
復
帰
後
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

・
患
者
さ
ん
本
人
が
主
体
と
な
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

・
一
人
ひ
と
り
の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
時
間
設
定
に
よ
り
生
活   

　
環
境
の
再
現
が
可
能

・
日
曜・祝
日
や
長
期
の
連
休
で
も
毎
日
休
ま
ず
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
を
提
供

こ
こ
が
特
徴
！

- 

8 3
床 -

医
療
療
養
病
棟

- 

2 4
床 -

回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
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地
域
医
療
連
携
室

教えて！　
入
院
時
に
ご
準
備
し
て
い
た
だ
く

物
と
し
て
、
印
鑑
（
認
印
可
）・

健
康
保
険
証
・
老
人
医
療
書
・
公

費
負
担
証
・
身
の
周
り
の
必
要
な

物
（
寝
巻
き
等
着
替
え
・
入
れ
歯
・

飲
水
用
コ
ッ
プ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
・
電
気
か
み
そ
り
・

運
動
靴
等
） な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
他
医
療
機
関
よ
り
ご
紹
介
の
患

者
さ
ん
は
紹
介
状
、
現
在
服
用
中

の
お
薬
が
あ
る
方
は
そ
ち
ら
も
あ

わ
せ
て
お
持
ち
下
さ
い
。

　
ま
た
、
当
院
で
は
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
レ
ン
タ
ル
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
必
要
な
場
合
は
持
ち
込

み
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

入
院
に
は
な
に
を

準
備
す
れ
ば
い
い
？

病院について気になることを何でも解決します！
分からないことがあれば、
いつでもお気軽にお声がけください。

06-6721-2721
受付時間 月曜～土曜 8:30～17:00

私たちがお答えします！

入院までの流れ

後
日
、
入
院
可
能
日
時
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

入
院
当
日
は
、
指
定
の
時
間
に
当
院
へ
到
着
し
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

入
院
日
の
決
定

相
談
員
が
ご
家
族
と
面
談
し
、
退
院
後
の
方
針
や

ご
希
望
を
う
か
が
っ
た
う
え
で
当
院
で
の
治
療
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

入
院
相
談

入
院
相
談
に
必
要
な
書
類
は
、
お
電
話
を
い
た
だ

い
た
際
に
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

F
a
x
で
必
要
書
類
の
送
付

Fax 
0
6-
6
7
2
1-

1
5
3
1

患
者
さ
ん
の
担
当
医
、
も
し
く
は
担
当
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
か
ら
当
院
の
地
域
医
療
連
携
室
あ
て
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
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当
院
に
は
、
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
が
お
り
、

3
6
5
日
患
者
さ
ん
の
生
活
支
援

と
早
期
在
宅
復
帰
を
目
指
し
、
多

職
種
恊
働
に
よ
る
協
力
な
チ
ー
ム

ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
明
る
く
、
楽
し
く
、
愉
快
な
ス

タ
ッ
フ
が
多
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
は
、
患
者
さ
ん
を
中
心

に
い
つ
も
笑
い
声
が
耐
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
治
療
に
対
し
て
は
も
ち

ろ
ん
真
剣
で
す
。
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
い
親
身
に
な
っ
て
、

「
自
分
ら
し
さ
」
と
「
日
常
生
活
」

を
取
り
戻
す
お
手
伝
い
が
出
来
る

よ
う
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
自
分
ら
し
さ
」
を
め
ざ
し
て

　
身
体
機
能
の
回
復
だ
け
で
な
く
、
寝
返

る
、
起
き
上
が
る
、
立
ち
上
が
る
、
歩
く

な
ど
日
常
生
活
を
行
う
上
で
基
本
と
な
る

動
作
の
改
善
を
専
門
に
行
い
ま
す
。
ま
た

当
院
で
日
常
生
活
動
作（
A
D
L
）に
も

積
極
的
に
介
入
し
て
い
ま
す
。

理学療法士
-PT-

　
こ
と
ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
問
題
が
あ
る
方
に
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
構
築
で
き

る
よ
う
に
支
援
す
る
専
門
職
で
す
。
ま
た

摂
食
・
嚥
下
に
も
専
門
的
に
対
応
し
ま
す
。

言語聴覚士
-ST-

9

People involved in medical care
リハビリテーション部

かかわる
人びと

　
指
を
動
か
す
、
食
事
を
す
る
、
ト
イ
レ

を
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で

必
要
な
日
常
生
活
動
作（
A
D
L
）を
獲
得

す
る
た
め
の
治
療
を
行
い
ま
す
。
仕
事
や

趣
味
な
ど
、
よ
り
個
人
要
素
の
強
い
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

作業療法士
-OT-



ごはんのじかん
栄養
満点！栄養部コラム

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

　
ヒ
ト
の
体
は
使
わ
な
い
と
ど
ん
ど
ん
衰
え
ま
す
。

1
週
間
寝
た
き
り
だ
と
20
％
の
筋
量
が
失
わ
れ

る
そ
う
で
す
。
同
じ
よ
う
に
腸
も
使
わ
な
い
と

ど
ん
ど
ん
衰
え
ま
す
。
こ
れ
を
廃
用
萎
縮
と
い

い
ま
す
。
腸
が
衰
え
る
と
バ
リ
ア
機
能
が
失
わ
れ
、

腸
管
内
の
細
菌
が
体
内
に
侵
入
す
る
バ
ク
テ
リ

ア
ル
ト
ラ
ン
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
B
T
）と

い
う
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
本
来
無
菌
で
あ
る

は
ず
の
体
内
に
細
菌
が
侵
入
す
る
と
敗
血
症
（
発

熱
や
倦
怠
感
）
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
重
症
化
す
る
と
シ
ョ
ッ
ク
状
態
と
な
り

多
臓
器
不
全
へ
移
行
し
最
悪
の
場
合
は
死
に
至

り
ま
す
。
点
滴
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
は
で
き
ま

す
が
血
管
内
に
直
接
栄
養
を
入
れ
る
補
給
法
で

あ
る
た
め
、
消
化
吸
収
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
腸
の
廃
用
萎
縮
に
よ
り
B
T
を
起
こ

し
や
す
く
な
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
絶
対
に
腸
を

安
静
に
し
な
い
と
い
け
な
い
状
態（
重
度
の
下
痢

や
腸
閉
塞
な
ど
）
で
は
点
滴
が
適
応
で
す
が
、

そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
腸
を
使
っ
た
栄
養
補
給
法

を
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
当
院
で
は
「
腸
が
使
え
る
な
ら
腸
を
使
お
う
」
を

実
践
し
、
腸
の
廃
用
萎
縮
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
対

し
て
は
経
管
栄
養
を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
管
栄

養
も
腸
を
使
っ
た
栄
養
補
給
法
で
B
T
の
防
止

効
果
が
あ
り
ま
す
。
経
管
栄
養
に
は
鼻
か
ら

チ
ュ
ー
ブ
を
い
れ
る
経
鼻
経
管
栄
養
と
手
術
で

お
腹
に
穴
を
開
け
る
胃
ろ
う
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

食
事
さ
れ
る
方
と
同
じ
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
食

品
を
摂
取
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
新
鮮
な
肉
や

魚
、
野
菜
を
使
っ
た
手
作
り
の
経
腸
栄
養
剤
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
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■ 診療科目 内科・循環器科・消化器科・放射線科・リハビリテーション科
■ 診療時間 月～金曜日　午前  9:00～12:00　午後  3:00～5:00
  土曜日 午前  9:00～12:00
■ 休 診 日 日曜・祝祭日・年末年始

※平成 27年11月1日現在

月 火 水 木 金 土

午前

午後

神山
（内科）

澤井
（内科）
植田

（整形外科）

平本
（内科）
植田

（整形外科）

ー

森下
（内科）

中畠
梅田
奈良

（内科：交代制）

神山
（内科）

澤井
（内科）
植田

（整形外科）

平本
（内科）
植田

（整形外科）

森下
（内科）

中畠
梅田
奈良

（内科：交代制）

奈良
和佐
銭谷

（内科：交代制）

車イス対応の送迎車であなたのご自宅までお迎えにあがり、入
浴・食事・レクリエーション・健康チェック・物療機器の利用
などのサービスを行っております。

弥刀デイサービスセンター

外 来 担 当 表

関 連 施 設

日常生活動作回復のためのリハビリテーションや、食事、入浴、
レクリエーションなど、仲間と共に有意義な時間を過ごしなが
ら、明るく楽しい家庭復帰を目指していただけます。

弥刀介護老人保健施設

利用定員 15 名

利用条件 要介護認定で要介護度１～５、
要支援１・２と認定された方。

弥刀中央居宅介護支援事業所では、利用者さんやご家族の方の
さまざまなご相談や介護保険の申請のお手伝いや介護サービス
計画の作成、サービス事業者との連絡調整や介護保険施設への
紹介などを行っています。

弥刀中央居宅介護支援事業所

利用対象

利用定員 60 名

利用条件 要介護認定で要介護度１～５と
認定された方。

寝たきり、高齢者世帯、認知症高齢者、障害者、
独居高齢者、65 歳以上の高齢者について心配事
や悩み事を抱える方、また介護保険サービス
の利用を考えている方など、どなたでもご相談
できます。

06-6725-6821 （8:30～17:00）

（9:00～17:00）

（9:00～17:00）

06-6721-1214

06-6721-2721




